
三木市

番号 意見の概要 市の考え方 計画該当章

1 　先ず、通勤・通学の乗客については、すでに各自で固定化されていて、よほ
どインパクトのあることをしない限り、現状では利用客を増やすことは期待で
きないと思います。登山鉄道に区分されていることもあり、残念ながら乗車料
金が高いというのは変更出来ないと思いますので、残されているのはスピード
です。準急だと少し早くつくからラッキーと思うことがありますが、さらに急行を
設置してみるのはどうでしょう？思い切って、停車駅を粟生、小野、三木、緑
が丘、鈴蘭台、長田、新開地の7駅（途中の停車駅は５駅）に絞るとかなり速く
なり、インパクトがあると思います。それなら、神戸へ出るのに神鉄を使ってみ
ようと考える人も増えると思います。

　御提案くださった取組について、急行列車を運行する場合、
急行列車が通過した駅の利用者向けに更に普通列車も運行
する必要が生じるため、現在の粟生線の利用状況を踏まえる
と、停車駅を７駅に絞った優等列車の運行は困難と考えま
す。
　引き続き、粟生線の利用状況を踏まえつつ、本計画「第８章
主な施策及び事業」の「適正な運行形態・持続可能な運営形
態の検討」に記載のとおり、利用実態に即した適正な運行形
態を検討してまいります。

8章（主な施策及
び事業）

2 　また、日本で登山鉄道として認知されている６社の１つに入っていて、通勤・
通学路線であるというのも珍しく、その魅力をもっとアピールしても面白いかと
思います。実際、新開地から粟生まで神鉄で向かうと、どんどん勾配のある山
の中に入っていくので、旅行しているような非日常感が味わえますから。三木
上の丸駅から三木駅区間のカーブした鉄橋も大変珍しく乗りごたえがありま
すので、アピールしたいものです。

　本計画「第８章　主な施策及び事業」の「粟生線に親しみ、
愛着を抱く取組の推進」として、新たな公共交通利用獲得の
ための情報発信を行ってまいります。
　神戸電鉄においても、他の登山鉄道会社と連携し、登山鉄
道を周知するキャンペーンを実施し、ヘッドマークを所定の期
間に掲出するなどのPRに取り組んでいます。
　今後の取組に当たっては、いただいた御意見を参考とさせ
ていただきます。

8章（主な施策及
び事業）

3 　次は、観光客等で利用客を増やしていくことです。沿線に有名な観光地や店
等があれば良いのですが、無い場合は発信を工夫して魅力あるイベントを催
す必要があると思います。電車自体をコンサート電車やカラオケの電車にす
るのも面白いと思います。それも単発に終わるのではなく、この時期はこれを
すると固定化させていくと、認知され広がっていくのではないかと期待できると
思います。

　本計画「第８章　主な施策及び事業」の「利用のきっかけと
なる乗車イベントの実施」に記載のとおり、地域のイベント等
との連携のほか、交通事業者や協議会が主体となったイベン
トの開催により、公共交通の利用促進を図ってまいります。
　これまでに取り組んだイベントの中でも、特別列車『山田錦
まつり号で「山田錦まつり」へGO！！』においては車内に畳を
敷き詰めた「お座敷列車」に模様替えし、日本酒を味わいな
がらプロのアーティストの演奏を楽しんだり、「ディスコトレイ
ン」では音楽や踊りを楽しむ特別列車とするなど、音楽や飲
食を楽しむ魅力あるイベントを実施してまいりました。
　このほか、七夕装飾列車やクリスマス装飾列車などは季節
のイベント列車として定着しています。
　引き続き、いただいた御意見を参考としながら取り組んでま
いります。

8章（主な施策及
び事業）

4 　私が神鉄粟生線を鈴蘭台から粟生まで乗車して感じたのは、終点にあたる
粟生駅周辺でイベントができないかということです。幸い粟生駅前にはスペー
スがあり、あお陶遊館「アルテ」もあります。あお陶遊館での陶芸体験のイベ
ントを月１回ぐらいのペースで催すのはどうでしょう？近くに飲食店がない様
子でしたので、駅前に露店を出せば、親子で楽しめるのではないでしょうか？
人気の「ぷらっときすみの」の蕎麦やあまぐりジェラートの「万寿庵」など地元
の店に協力してもらえれば、相乗効果が期待できるのではないかとワクワクし
てきます。途中駅もいいですが、鈴蘭台から終点の粟生までの乗車なら収益
アップを見込めると思います。

　本計画「第８章　主な施策及び事業」の「観光との連携」に記
載のとおり、観光資源の活用や観光資源への誘客促進によ
り、公共交通利用の増加を図ることとしています。
　これまでにおいても、「おもてなしきっぷ」などの企画乗車
券、粟生線スタンプラリーなどのイベント、特別列車の運行、
粟生線サポーターズくらぶの協力加盟店などにおいて、粟生
線沿線の施設や飲食店に多大なる御協力をいただいていま
す。
　引き続き、いただいた御意見を参考としながら取り組んでま
いります。

8章（主な施策及
び事業）

5 　神戸電鉄粟生線地域公共交通計画（案）の取り組むべき事業一覧（P101）
に全く目新しい事業はありません。

　本計画「第８章　主な施策及び事業」のうち、「徒歩や自転車
による駅へのアクセス環境の整備」「サイクリングとの連携」「Ｉ
ＣＴ技術を活用した情報提供、決済、目的地のクーポン提供
等の仕組み（MaaS）構築の検討」「子育て世代や若者世代に
向けた情報発信の強化」及び「将来も公共交通を使ってもらう
ための高校生へのモビリティ・マネジメントの実施」を新規性
のある事業として記載しているほか、「駅の美装化」「パーク
＆ライドの利用促進」「住宅地へのアクセスバス、タクシー、デ
マンド型交通等の確保・充実」については、内容を発展させて
いくこととしておりますので、御理解くださるようお願いします。

8章（主な施策及
び事業）

6 　この沿線にはサイクリングを楽しめるルートが多くあります。ぜひ自転車ごと
乗車できるようにすれば、乗客も増え、地域も活性化するのではないでしょう
か。もちろん、自転車を固定する設備も車内に設置しないといけないと思いま
す。

　本計画「第８章　主な施策及び事業」の「サイクリングとの連
携」に記載のとおり、自転車ごと乗車できるイベント列車「サイ
クルトレイン」の運行などを通じて、鉄道と自転車の利用を組
み合わせた移動ニーズの掘り起こしを図ってまいります。
　なお、通常の営業列車への自転車の持込については、移動
ニーズのみならず、自転車の円滑な乗降、自転車を持ち込む
利用者や他の利用者の安全性の確保、混雑時の対応方法な
ど、多くの課題があり、それらを総合的に勘案し検討してまい
ります。

8章（主な施策及
び事業）

7 　地域の人口推移より利用者減が大きい事実は、鉄道の魅力がないというこ
とだと思います。現状把握で、利便性、運賃、快適性、スピードなど解析し、１
つでも魅力あるものがなければソッポを向かれます。その中でも利用しやす
いのが一番だと思います。例えば、４両のところを２両、１両と短編成にし、逆
に、１時間当たりの本数を増やす。運転士のコストは上がりますが、思い切っ
た策が必要です。イベントや割引券などに頼らず、一般客を１番に考えること
が大切です。

　御提案くださった取組について、短編成にした場合には当
該車両をラッシュ時間帯に運用しにくいことや、１時間当たり
の本数を増やした場合には増便に見合う利用者数の増加に
つながらないおそれがあることなどから、現時点において取り
組む予定はありませんが、いただいた御意見を参考としなが
ら、本計画「第８章　主な施策及び事業」の「適正な運行形態・
持続可能な運営形態の検討」に記載のとおり、利用実態に即
した適正な運行形態を検討してまいります。
　なお、御意見に記載の「快適性」については、快適に御乗車
いただけるよう工夫をこらした新型車両の導入や駅の美装化
などの取組により快適性の向上を図り、粟生線の魅力につな
げてまいります。

8章（主な施策及
び事業）

神戸電鉄粟生線地域公共交通計画（案）に対する意見の概要及び意見に対する市の考え方

意見募集期間　令和４年１０月３日(月)～令和４年１１月２日(水) （３１日間）
意見提出者数　５人 （意見件数９件）
意見提出方法　持参１人、郵送０人、ＦＡＸ１人、電子メール２人、その他（投函箱への投函）１人
※意見提出者１人につき複数の意見がある場合、意見ごとに点線で区切って表記しています。
※意見は、趣旨を損わない程度に要約しています。
※計画に直接関係しない意見については、公表及び市の回答を示しておりません。
※市の考え方の文中の語句「協議会」は、「神戸電鉄粟生線活性化協議会」を意味します。
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8 　現状の問題点、地域の交通の課題を踏まえ、公共交通を中心とした「まちづ
くり」を推進するために「本計画」を策定したという目的には十分共感できまし
た。また、計画の目標・理念及び基本方針においては、地域住民として、将来
への夢と希望に繋がる文言に感動すら覚えました。しかし、本計画を実施し、
数値目標の達成に結びつけることこそが最も重要であると考えます。

　本計画の趣旨を御理解くださり、誠にありがとうございます。
　御意見のとおり、数値目標の達成に向け、各種施策に取り
組んでいまいります。

9章（達成状況の
評価及び推進体
制）

9 　本計画の進行管理について「神戸電鉄粟生線活性化協議会」の構成委員
による協議で、有効な進行管理が可能なのかどうかという点です。本計画の
基本的な考え方と進行管理を担う委員の構成との間には少し疑問に感じるこ
とがあります。
　概要版の基本的な考え方②「少子高齢化を伴う本格的な人口減少社会を
迎える中で、だれもが気軽に快適に活動できる“豊かなまち”を実現するた
め、地域公共交通を中心としたまちづくりが求められている。」の下線部は、
公共交通の使命にも繋がる非常に重要な部分だと考えますが、ここでいう「だ
れもが」は具体的に「だれ」を頭に描いているのかということです。公共交通を
利用する顧客は、学生、勤労者、高齢者、子ども、障がいのある利用者、外国
人、男性、女性、性的マイノリティーの方まで様々であり多様です。そうしただ
れもが気軽に快適に活動できる“豊かなまち”を実現するため、地域公共交通
がその中心的な役割を果たさなければならないと基本的に考えると述べてい
ます。それならば、利用者を代表する委員が協議会に当然入っていなければ
ならないと思います。例えば、委員に占める女性の構成比率はどうでしょう。
８％です。オブザーバーを入れても１０％に満たない比率です。また、障がい
のある方の意見を吸い上げる構成になっているのでしょうか。外国人利用者
の声や、性的マイノリティーの方の声は届く仕組みが整備されているのでしょ
うか。それが出来ているなら問題ありません。私は、基本的な考え方②を実現
するためのキーワードは「ダイバーシティ」と「ユニバーサルデザイン」だと捉
えます。公共交通機関を最も利用しにくい人が、どうすれば気軽に快適に利
用でき、活動できるかを考えることは、だれもが利用しやすい公共交通機関に
するために最短でたどり着くための考え方だと思います。この考え方は、自動
車免許返納者や車椅子で外出に大きなバリアを感じ、利用を控えざるを得な
かった人たちを新たな利用者に変えます。障害があって、一人で粟生線を利
用出来なかった人を電車に乗ってみようという気持ちに変えます。必ずや「新
たな顧客の創造」に繋がると思います。そのためにも、まずは、「活性化協議
会」の構成委員に多様な主体や当事者を代表する方にそれなりの比率に近
いかたちで入っていただく必要があると考えます。

　協議会には地域公共交通の利用者の代表として地域住
民、学校及び商工会議所に参画いただいており、多様な観点
から意見等をいただいているほか、計画を策定する際にはパ
ブリックコメントを実施し、地域住民や鉄道利用者などの意見
を広く公募しています。
　また、協議会は計画の作成に関する協議及び計画の実施
に係る連絡調整を行うことを目的とした会議体であり、計画の
実施主体については本計画案（１１８ページ）に記載のとおり
行政、交通事業者、地域住民等としており、それぞれの関係
主体においても多様な意見を取り入れながら施策に取り組む
必要があると考えます。
　引き続き、御意見に記載の「ダイバーシティ」や「ユニバーサ
ルデザイン」に配慮しながら、各関係主体が一体となって計画
を推進できるよう努めてまいります。
　なお、協議会に参画する委員については、利用者のほか、
計画を策定する市、公共交通事業者、道路管理者などが参
画しており、男女の別で参画を決めているのではなく、各組織
の所定の役職のかたに参画いただいておりますことを申し添
えます。

9章（達成状況の
評価及び推進体
制）
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